
交渉結果報告書 
市長公室  人事課 

 

交渉内容    総合的見直し等について 

交渉日時    平成２８年２月１７日（水） １５時００分～１７時００分 

交渉場所    職員会館 大会議室 

交渉出席者   当局側 宇野副市長 中上市長公室長 星川副部長 波戸瀬課長  

岡部副課長 西川人事研修係長 雲丹亀給与係長 

組合側  小野執行委員長 副執行委員長 書記長 書記次長他執行委員等 計９人 

 
 

概    要 

 

総合的見直し等について交渉を行った。 

 

組合の主張 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
① 地域手当の検討についてはどうなのか。どれくらい厳しいのか。地域手当の

率は、人事院の調査ではなく賃金センサスを使っていることにも疑問があ

る。 

 

② ５級の高位層での下がり幅が大きい。他の層とのバランスを見ても違いすぎ

る。役職加算での一定の緩和があるとしても課題である。 

 

当局の主張 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ラスパイレス指数が高い中、また地域手当は国が６％としているところを、

それを上回るのは議会の感触や内部の検討でも厳しいところである。６％と

いう数値が実態に合っているのか、賃金センサスで決めることの妥当性につ

いてなどは、いろいろと疑問に思うところは理解できる。 

 

② 様々な手法を検討しているが、毎月の給料はラスパイレス指数に影響すると

ころであり、難しい状況である。 

 

 


